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用 語 解 説

● 収 支 計 算 書 ●

● 基 本 金 ●

学校法人会計基準に基づく消費収支計算書においては基本金組入額を帰属収入から控
除して表示しているので、収支の内容をよりわかりやすくするために、消費収支計算書に基
本金組入計算に係る各項目をそれぞれ収入・支出の部に計上したのが『収支計算書』です。

第1号基本金は、学校法人が、教育研究活動に供するため、自己資金により取得した固定資
産の価額です。
収支計算書において第1号基本金組入額は、支出の部に取得した固定資産（施設関係支出、
設備関係支出、現物寄付資産）の額を表示し、さらに過年度取得した固定資産に係る借入
金等返済支出を表示しています。また、収入の部に固定資産取得に係る借入金等収入、固
定資産除却による再取得価額などを表示しています。
第2号基本金は、将来取得する固定資産に充てるための資金です。
第3号基本金は、基金として継続的に保持し、その運用果実により教育研究活動の遂行を
支援するための資金です。
第4号基本金は、恒常的に保持すべき資金として学校法人会計基準が定める額です。

支出合計　466億円
（うち消費支出　360億円）

収入合計　446億円
（うち帰属収入　406億円）

（図の金額については1億円未満を調整しています）

■収支計算書
2011年4月1日から2012年3月31日まで （単位：千円）

■収支構成図
（億円）

固定資産
受贈額

借入金等
返済支出ほか

その他の
消費支出

設備関係支出

施設関係支出

管理経費

教育研究経費

人件費

準備金繰入額

第2・3・4号
基本金組入額

1億円
（0.2%）

3億円
（0.6%）

8億円
（1.7%）

16億円
（3.4%）

54億円
（11.6%）

15億円
（3.2%）

140億円
（30.0%）

197億円
（42.4%）

32億円
（6.9%）準備金取崩額

固定資産
除却額

当期末未払金

その他の
帰属収入

補助金

寄付金

手数料

学生生徒等
納付金

第2号基本金
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（8.3%）
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0
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大学決算について
財務部 経理課

　2011年度大学決算は、2012年5月10日開催の大学予算委員会および大学評議会、5月26日開催の法人理事会で承認されました。
　2011年度の教学組織に関する改革は、建学の理念である「国際主義」をさらに推進する諸事業に重点的に取り組みました。京田辺校
地では、グローバル社会で活躍する人物を育成する「グローバル・コミュニケーション学部」を開設しました。今出川校地では、文系学部
を横断する「国際教育インスティテュート」を開設しました。また、初等教育段階からの国際人育成を目指す取り組みとして、大学附属
となる「同志社国際学院」を木津川市に開設しました。さらに、国際的な教育研究拠点としてのハード面・ソフト面のより一層の充実を
図るため、外国人留学生および外国人客員教員用宿舎の確保や、外国人留学生を対象とした新たな奨学金制度の導入を行いました。
　研究力をより一層強化するために、国公私立大学を通じた競争的研究資金による諸事業に意欲的に取り組んだ結果、日本学術振興
会の「頭脳循環を加速する若手研究者戦略的海外派遣プログラム」に「多文化共生時代における一神教コミュニティ間の相互作用と
対話」、文部科学省の「再生医療の実現化プロジェクト 再生医療の実現化ハイウェイ」に「培養ヒト角膜内皮細胞移植による角膜内皮
再生医療の実現化」がそれぞれ採択されました。
　東日本大震災・復興支援への取り組みとして、被災により学資支弁困難となった在学生に対しては学費全額を免除する特別措置を
実施するとともに、新入生については入学金も全額免除としました。
　地域に根ざした社会貢献事業にも積極的に参画し、京田辺校地開校25周年を記念した「京田辺祭」については、「国民文化祭京都
2011」との連携企画として開催されました。
　将来に向けての改革では、2013年度からの文系学部一貫教育体制の構築を目指して今出川キャンパス移転整備事業に継続的に取
り組み、同志社中学校舎跡地における新校舎建設など、本格的な整備に着手しました。また、学研都市キャンパスでは、脳の仕組みを研
究対象とする「脳科学研究科」（2012年4月開設）の設置に向けての準備に取り組みました。
　上記のとおり、2011年度は、従来から継続している国際化の推進や今出川キャンパス移転整備事業等を中心に必要な財政的支援を
行いました。支出面においては、教育研究に係る各事業での経常的経費の節減や退職給与引当金繰入額の減額に伴う人件費の執行残
などにより、予算と比較して減少となりました。一方、収入面では、入学志願者数を安定的に確保したことによる入学検定料の増加や、
今出川キャンパス新校舎建設資金募金による寄付金の受入れ、受託研究事業の採択に伴う外部資金の獲得に継続的に取り組んだこ
とにより、予算よりも増収となっています。
　以下、収支計算書に基づき主な収支の内容について説明します。

　学生生徒等納付金は312億円で、帰属収入に占める
割合（学納金比率）は77%と大きな比重を占めています。
　手数料は18億円で、入学検定料が主なものです。
　寄付金は6億円で、教育研究施設等整備資金寄付
金、奨学寄付金、寄付教育研究プロジェクトなど教育
研究活動への寄付金、奨学事業への寄付金、今出川
キャンパス新校舎建設資金寄付金を受入れました。
　補助金は37億円で、国庫補助金が主なものです。
この大部分を占めるのが私立大学等経常費補助金
で、一般補助25億円、特別補助7億円を受入れていま
す。その他の国庫補助金では、施設設備対象の補助
金として研究装置、研究設備などの採択を受け、さ
らに戦略的な国際化拠点の形成を目的とした国際
化拠点整備事業費補助金（グローバル30）、最先端研
究開発戦略的強化費補助金（頭脳循環を加速する若
手研究者戦略的海外派遣プログラム）などを受入れ
ました。
　資産運用収入は7億円で、各種引当資産の運用収
入および預金などの受取利息・配当金、施設設備利用
料収入などです。
　事業収入は9億円で、企業からの受託研究費などの受
託事業収入、学生寮の寮費などの補助活動収入が主な
ものです。
　雑収入は13億円で、私立大学退職金財団からの交付
金収入、烏丸キャンパス土壌汚染対策事業に係る京都
市からの収入が主なものです。
　繰出金は3億円で、法人内諸学校からの資金調達額の
返済額が主なものです。
　分担金は1億円で、法人業務に係る法人内諸学校の負
担分です。
　当期固定資産除却額は9億円で、機器備品の償却期
間完了に伴う除却額などです。
　当期末未払金は1億円で、固定資産取得に係る未払

金額を今年度の基本金組入額の減額項目として計上し
ているものです。
　第2号基本金取崩額は27億円で、今出川校地整備事
業に充当する大学今出川校地整備資金の取崩額です。
　特定支出準備金取崩額は2億円で、中高統合事業会
計精算に係る準備金および使途が特定された準備金の
取崩額などです。
　収入の部合計は446億円となり、手数料、寄付金、
資産運用収入、雑収入などの増収および当期末未払
金の増加などにより予算に対して7億円の増加となり
ました。

　人件費は197億円で、帰属収入に占める割合（人件費
比率）は48%となりました。退職給与引当金繰入額の
減などにより、全体では予算に対して3億円の減少と
なりました。
　教育研究経費は140億円で、経常的な教育研究活動
に要した経費です。
　管理経費は15億円で、大学の維持管理に要した経費
です。
　繰入金は6億円で、法人内諸学校への資金調達によ
る繰入額が主なものです。
　施設関係支出は54億円で、今出川校地整備事業や
脳科学研究科整備事業などによる支出です。
　設備関係支出は16億円で、教育研究用機器備品、図
書などの固定資産取得に係る支出です。
　当期固定資産受贈額は1億円で、現物寄付金に相当
する固定資産の取得額です。
　借入金等返済支出は2億円で、償還計画に基づく計
画分です。
　前期末未払金は1億円で、前年度に取得した固定資
産に係る未払金額の支払額を今年度の基本金組入額
として計上しているものです。

　第2号基本金組入額は、組入計画に基づき、今出川
校地整備資金の20億円を組み入れました。
　第3号基本金組入額は、寄付金および過年度から保
有している準備金の一部を基金に組み入れました。
　第4号基本金組入額は、法人全体の組入計算に基づ
き必要額を組み入れました。
　特定支出準備金繰入額は11億円で、使途特定寄付
金および研究費などの予算繰越額を決算において繰
り入れたものです。
　支出の部合計は466億円で、予算に対して7億円の
減少となりました。

　借入金残高は、前年度末に対して2億円減少し、
当年度末では7億円となりました。

　消費支出超過額は内部資金の不足額であり、借入
金は外部資金への依存額です。したがって、この両方
を合わせた金額が自己資金の不足額となります。
　前年度末の不足額は315億円でしたが、当年度末は
5億円増加して320億円となりました。

（本文中の金額については1億円未満を調整しています）

収入の部

支出の部
　収入の部合計から支出の部合計を差し引いた当年
度消費収支差額は20億円の支出超過となり、学生生
徒等納付金以外の収入の増加や教育研究経費の執行
残などにより、予算に対して15億円支出が減少しまし
た。なお、累積消費収支差額としては313億円の支出
超過額を翌年度以降に繰り越すことになります。

収支差額

借入金

自己資金の不足額

2011年度
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